
時間 会場 種別 演題名 演者 座長
リハ

単位

日整

会
運動器

1 特別講演 19
東京パラリンピック大会の暑熱環境下でのパラアスリート

に関するリハビリテーション医学的考察
田島 文博 羽田 康司 〇

2 特別講演 25 股関節機能評価と治療・リハビリテーション医療 稲葉 裕 三上 靖夫 〇
11,13

Re
〇

3 教育講演A14
ヒトにおける歩行と姿勢制御の神経機構とリハビリテー

ション介入への適用
宮井 一郎 鈴木 俊明 〇

4 教育講演A20 リハビリテーション医療体制 吉永 勝訓 林 明人 〇

1 特別講演 20 リハビリテーション先端機器開発と臨床応用 島田 洋一 牛場 潤一 〇

2 特別講演 26 腰椎椎間板ヘルニアの治療とリハビリテーション 松本 守雄 波呂 浩孝 〇
7,13

Re
〇

3 教育講演A15 周術期のリハビリテーション医療 中村 健 古口 徳雄 〇

4 教育講演A21 腎機能障害とそのリハビリテーション 武居 光雄 伊藤 修 〇

1 特別講演21 認知症のリハビリテーション 三村 將 深浦 順一 〇

2 特別講演27
上位頚椎損傷　-損傷型に応じた治療（リハビリテーション

に着目して）-
渡辺 雅彦 中村 雅也 〇

7,13

Re
〇

3 教育講演A16 歩行障害の診断とリハビリテーション 小林 一成 小嶋 康則 〇
13

Re

4 教育講演A22 脳卒中後の上肢運動障害に対するリハビリテーション 竹林 崇 高橋 香代子 〇

1
ランチョンセ

ミナー9
定量的歩行解析の戦略的データマイニング 長谷 公隆 藤原 俊之 〇

2
ランチョンセ

ミナー10

骨粗鬆症に対する地域連携と院内連携〜リエゾンサービス

チームの作り方
小谷 俊明 酒井 大輔 〇

4

Re
〇

3
ランチョンセ

ミナー11
リハビリテーション医学・医療における漢方医学の役割 佐浦 隆一 久保 俊一 〇

13

Re

4
ランチョンセ

ミナー12
少子高齢化社会と働き方改革時代へのロボットAI戦略 高平 尚伸 杉山 肇 〇

1

Re

5
ランチョンセ

ミナー13
慢性腎臓病のリハビリテーション医療 三浦 美佐 上月正博 〇

6
ランチョンセ

ミナー14

回復期リハビリテーション病棟における栄養ケアup-to-

date
西岡 心大 藤原 大 〇

7
ランチョンセ

ミナー15
運動学習で考える脳卒中下肢装具療法 沢田 光思郎 近藤 国嗣 〇

1 特別講演 22
筋ジストロフィーのリハビリテーションに関わる中で学ん

だこと
里宇 明元 野田 幸男 〇

2
規定講習会

(医療安全)
医療安全って誰のため？ 大上 研二 松元 秀次 〇

3 教育講演A17
体が不自由な人どう援助するべきか？（医療福祉の隙間を

考えずに）
水尻 強志 高岡 徹 〇

4 教育講演A23 神経発達症の治療と支援の実際 橋本 圭司 中村 純人 〇

1 特別講演 23 運動時の昇圧反射の重要性とメカニズム 山内 克哉 美津島 隆 〇

2
規定講習会

(医療倫理)
医師・患者関係とインフォームド・コンセント 竹下 啓 金森 裕一 〇

3 教育講演A18
リハビリテーション治療はcostーeffective？－公的保険の視

点からー
近藤 国嗣 船越 政範 〇

4 教育講演A24 高齢者の呼吸リハビリテーション 海老原  覚 中村 健 〇

1 特別講演 24
緩和ケア主体の時期におけるがんのリハビリテーション診

療
辻 哲也 木村 彰男 〇

2
規定講習会

(感染対策)
患者に濃厚接触する機会の多い診療における感染防止対策 浅井 さとみ 川上 途行 〇

3 教育講演A19 排尿障害の診断とリハビリテーション 補永 薫 浅野由美 〇

4 教育講演A25 半側空間無視のリハビリテーション 水野 勝広 片桐 伯真 〇
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